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技能実習評価試験問題の出題のことばの意味（更新） 

 

平成 27 年末より「座席シート縫製」が技能実習対象職種となり、座席シート縫製技能実習評価

試験も、令和３年３月より上級の評価試験を実施しております。 

当協会では、ホームページにおいて上級・専門級・初級試験の受検に向けての、参考問題・想

定問題や過去問題を試験問題事例として公開しておりますが、上級・専門級の学科試験では試験

問題の読み上げをしません。よって、技能実習生の日本語の読解力も問われるものとなります。

日本語には同義語が多数あり、また接続詞やメーカー各社による座席シート縫製の専門用語もあ

り、技能実習生にとっては理解が難しい言葉が多数あると思われます。 

 そこで、ホームページに公開しております上級・専門級の参考問題・想定問題や過去問題で使

用されている、理解しにくいと思われる言葉を選出し、実習生が理解できる言葉に置き換えた一

覧表を作成して公開しております、今回（一社）日本ソーイング技術研究協会が基準としている

用語で実技試験に関係する用語の追記を行い更新いたしました。 

 監理団体及び実習実施機関の試験問題への取り組み、各自実習生の習熟度、実習生への教育・

指導によって、実習生の合否は大きく変わるものと思われます。 

 受検のため参考問題・想定問題や過去問題を活用していただき言葉で理解しにくい材料は実際

に各監理団体や実習実施機関において現物を見せるなどして勉強させていただければと思います。 

 実技試験に於いても試験問題事例を公開しております参考問題・想定問題や過去問題の製品図

面から縫製手順を作成して勉強の資料としてください。 

日々、お忙しいとは存じますが、上級・専門級・初級試験に向けての指導等大変な労力となる

かと思いますが、この制度を充分にご理解いただき、我が国で学ぶ外国人実習生のご指導を切に

希望するものであります。 
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